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人口の動き 法律相談日

月1日現在前月比 117月15日(木〉

人口計61，389 +16811 11 9時30分，..，15時
男 29，483+ 7111 
女 31，906 + 9711市役所市民相談室

世帯数16，574- 511 お気軽にどうぞ
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生活のすべてを安全 に
「備えあれば憂いなし」日頃の訓練と心構えこそ大

切です。

6月16目、片町保育所 (野田カツ子園長、園児60人)

では、火災を想定した避難訓練が実施されました。

訓練は、火災発主の非常べJレと ともに、消防署員の

指揮で、保母さんの機敏な行動により園児を安全な場

所に誘導し、 無事終りま した。

また保育所では、毎月交通安全教育並びに避難訓練

職員による救急法の応急処置などを実施し万ーに備え

ています。

7月1日は、国民安全の日です。

「生活のすべてに安全をjをモット ーに学校、職場、

家庭などあらゆる生活環境について安全の点検をし、

それぞれの立場にふさわ しい活動をする乙とが期待さ

れています。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛 印刷所/九州凸版株式会社

災害から守る

避難訓 練

片町 保 育 所
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市

長

就

任

、こ

あ市
長

の
セ」

つ

高

木

意 痛、ま たに
を 感 し も すよこ
更いてと乙りの
にた、よとまた
新 L そりにしぴ
たまの浅なて市
にす責学り、民
いと務罪ま市各
た 'との 、才し r長位
しも重でたにの
てに大ど。就ど
お、さざ 任支
り決をい い持

集

下

水

隆

虎

ま
す
。私

は
昭
和

二
十
六
年
四

月
か
ら
市
議

会
議
員
を
二

期
、
昭
和
四

十
一
年
二
月

か
ら
県
議
会

議
員
を
二
期

つ
と
め
、
県

市
の
行
政
に

微
力
な
が
ら

参
画
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
な
お
直
接
執
行
の
部

門
を
担
当
す
る
市
長
と
し
て
の
ご

信
託
を
う
け
、
市
民
各
位
の
ご
支

援
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
い
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
去

道

備

え

て

理

の
経
験
か
ら
得
た
体
験
を
十
分
活

用
い
た
す
乙
と
に
よ
り
、
先
ず
綱

紀
を
粛
正
し
、
市
政
の
刷
新
を
は

か
り
、
私
が
政
治
信
条
と
い
た
し

て
お
り
ま
す
「
清
潔
な
市
政
で
い

き
い
き
し
た
都
市
づ
く
り
」
の
実

現
に
最
善
の
努
力
を
傾
け
た
い
と

決
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
夢
と
希
望
と
誇
り
の
も

て
る
大
村
市
の
限
り
な
い
発
展
の

た
め
勇
気
と
情
熱
を
六
万
市
民
の

た
め
に
さ
さ
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。し

か
し
な
が
ら
‘
ど
の
よ
う
に

理
想
を
と
な
え
ま
し
で
も
、
財
政

の
裏
付
け
が
あ
り
ま
せ
ん
と
施
策

は
空
論
に
終
り
ま
す
。

ま
ず
健
全
財
政
の
上
に
立
っ
て

す
べ
て
の
方
針
を
た
て
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
政
は
、
住
民
各
位
に
直
結
し

た
い
わ
ゆ
る
第
一
線
で
あ
り
ま
す

同
市
民
の
英
知
を
結
集
し
て
市
民

総
参
加
の
市
政
が
実
現
し
ま
す
よ

う
一
層
の
ご
理
解
、
ど
指
導
.
ど

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

市
民

の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ど
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

備 えてb

したい 6力条

く3災害に

注意

想

都

市

の

長
崎
海
洋
気
象
台
の
発
表
に
よ

る
と
今
年
は
集
中
豪
一
闘
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
す
る

時
期
で
す
。

万
一
の
災
害
に
備
え
て
次
の
こ

と
を
注
意
し
て
下
さ
い
。

。
災
害
に
対
し
特
に
注
意
し
た
い

六
力
条

O
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

を
聞
乙
う

O
異
常
を
発
見
し
た
ら
、
直
ち
に

つ

く

局
番
な
し
の
一
一
九
番
へ
(
危

険
が
切
迫
し
た
ら
ま
ず
避
難
)

O
避
難
の
場
所
、
経
路
は
日
頃
か

ら
家
庭
全
員
で
話
合
い
、
よ
く

知
っ
て
お
乙
う

O
避
難
の
指
示
に
は
直
ち
に
従
お

う
(
指
示
が
な
く
て
も
危
険
を

感
じ
た
ら
早
自
に
避
難
し
ょ

切っ)

O
避
難
先
で
は
責
任
者
の
指
示
に

従
い

、
帰
宅
の
指
示
が
出
る
ま

で
は
勝
手
に
帰
ら
な
い
よ
う
に

し
よ
う

O
避
難
す
る
と
き
は
ガ
ス

の
元
せ

ん
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

火
の
元
に
は
特
に
注
意
を
し
よ

v

つ
。

。
地
す
べ
り
は
次
の
こ
と
で
も
予

知
で
き
ま
す

O
地
下
に
住
む
小
動
物
が
家
屋
内

に
は
い
上
が
る

O
井
戸
水
、
湧
き
水
、
謹
池
な
ど

の
水
が
急
に
か
れ
る

O
水
田
の
水
も
ち
が
悪
く
な
る

O
木
の
根

が
さ
け

る

水防訓練をする消防団員のみなさん(池田の堤て〉

O
地
す
べ

り
の
起

こ
る
数

日
斗
別
に

山
肌
の

岩
石
が

ボ

ロ
ボ

ロ
に
く

ず
れ
落

ち
る
。

十

-- 一
色 一ー
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当お

'a: 
lB 

つ

水

道

下

一
市
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
一

満
2
歳
を
迎
え
た

健

康

管

理

室

市
民
の
医
療
セ
ン
タ
ー
市
立
病

院
の
病
歴
管
理
室
が
ス
タ
ー
ト
し

て
二
カ
年
に
な
り
ま
す
。

住
民
の
健
康
管
理
を
積
極
的
に

押
し
す
す
め
る
市
立
病
院
は
、

病

歴
管
理
室
が
医
療
デ
ー
タ

i
作
成

り

退院9患:者 の上き位疾3病 入 院患者の 上位 疾 病

(50 . 1 .1~50 .12.31) (50.10.25現在)

順位| 病院疾患 分 類 [件数 順位| 病院疾患分類 |件数 l

51 

131 2結紘 44 

患 69 3骨 ・関節の損傷及び外傷 17 

物 68 4悪性新生物 16 

指腸の疾患、 67 5糖尿病

6心臓疾患 9 

7結石以外の泌尿器系の疾患 45 1T自 胃・十二指腸の疾患

8胆のう及び胆道系の疾患 38 胆のう及び胆道系の疾患

9結核 37 筋 ・骨格系及ぴ結合織の疾患、 6 

10 虫垂炎 3711 10 症状及び診断不明確の状態 6 

その他 49 

~コ 計 1，48211 
メ仁入3 計 225 

むおお市政だより(3) 

機
関
と
し
て
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
し
た
。

住
民
の
受
診
実
態
を
掌
握
し
一

日
で
も
早
く
社
会
復
帰
が
で
き
る

よ
う
に
研
究
、
治
療
、
予
防
、
教

育
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
民
の
健
康
を
守
る
相
談

相
手
に
な
る
た
め
と
、
利
用
春
が

ど
の
よ
う
な
医
療
セ
ン
タ
ー
・
を
望

ん
で
い
る
の
か
分
析
評
価
で
き
る

よ
う
デ

l
タ
l
作
成
に
日
夜
努
力

し
て
い
ま
す
。

五
十
年
に
受
診

(入
院
)
さ
れ

ま
し
た
デ

i
タ
l
の一

部
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
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福

祉

医

療

は
新
し
い
受
給
資
格
者
証
て

老
人
・

身
障

・
母
子

・
寡
婦
な

ど
が
現
在
使
用
し
て
い
る
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
い
っ
せ
い

切
替
え
を
五
月

・
六
月
に
わ
た

っ

て
実
施
し
手
続
き
が
済
ま
れ
た
人

に
は
新
し
い
資
格
者
証
を
送
り
ま

し
た
。

古
い
資
格
者
証
は
必
ず
福
祉
事

務
所
、
ま
た
は
最
寄
り
の
出
張
所

に
返
し
て
下
さ
い
。

七
月
か
ら
は
新
し
い
資
格
者
証

を
使
用
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
や
有
効
期
限
が
六
月
三
十
日
以

降
の
人
も
早
急
に
更
新
手
続
き
を

福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
出
張
所
で

し
て
下
さ
い
。

しが 「
ま皆 実愛
す 様施 の
。方 さ 血
のれ 液
どま助
協す け
力。 合
をい
お運
願動
い 」

献
血
は
ま
ず
わ
た
し
か
ら

わ
が
家
か
ら

ー

7
月
1
日
は

果
樹
基
本
統
計

調
査
で
す
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の(婿〉嫁花家農

仲介を紹介相談 • • 
~農業後継者結婚対策協議会が発足~

農
業
経
営
の
近
代
化
は
、
農
業

後
継
者
が
希
望
と
自
信
を
も
っ
て

経
営
改
善
に
取
組
む
乙
と
で
す
。

乙
れ
ら
後
継
者
に
一
生
の
伴
り

ょ
と
な
る
花
嫁
を
迎
え
る
乙
と
に

よ
っ
て
、
経
営
の
若
返
り
と
近
代

化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
後
継
者
の

定
着
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
乙
で
六
月
十
日
か
ら
農
業
委

員
会
で
、
県
下
に
先
が
け
て
農
業

後
継
者
結
婚
対
策
協
議
会
を
発
足

し
、
農
家
未
婚
者
の
結
婚
相
談
に

応
ず
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
相
談
員
に
は
、
農
業
委
員

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

一
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
秘

密
を
守
り
差
別
な
く
相
談
に
応

じ
ま
す
。

5お

急

結
婚
相
談
所
の
看
板
を
か
か
げ
る

一
氷
尾
会
長
と
山
口
農
政
部
会
長

-・P
~ 

フ

下

水

住

道

二
、
農
家
花
嫁
台
帳
は
、
事
務
局

に
保
管
し
、
関
係
者
以
外
の
閲

覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

‘.2
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、，，・・
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‘、，
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.... 2
、，，・・
2

・・、，
r
・・
・
'z
、.. 2
・.，z
・・・・・、.，・・
1

・・、.・
2
.. 
，，、
.. ・・・.，，
.. r
・、冒，・・

…

中

元

特

別

融

資

…

受

付

中

F

(
対
象
市
内
で
同
一
業
種
を
一
利
息
七
・
五
M
m

《

~
年
以
上
経
営
し
て
い
る
事
業

保

証

料

0
・

五

M

m

~

〉

所

取

扱

金

融

機

関

大

村

信

用

組

)

ム
使
途
及
び
限
度
額
運
転
資
金
合

い

百

五

十

万

円

以

内

※

詳

し

く

は

市

商

工

観

光

課

‘

ん

い

貸

付

期

限

十

月

末

日

ま

で

ま

た

は

商

工

会

議

所

へ

小

.，ter--B'ee---
、，:・=，、
f
a
・JE
E
-
-

、J
・1r
t
，・1
.
r
、-f.
，f
2
2

、J-
-
z
-
a
E
f
-
-
'
t
-
f
・，r
E
J

、J-
・2
t

※
詳
し
い
乙
と
は
、
農
業
委
員
会

ま
た
は
農
業
協
同
組
合
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

ヨ」

予

ー=、
、主、

水

道

の

水

は

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
る

み
な
さ
ん
が
家
庭
、
学
校
、
職

場
な
ど
で
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道

の
水
は
、
ダ
ム
や
貯
水
池
、
あ
る

い
は
近
く
の
川
や
井
戸
の
水
で
す

乙
の
水
が
導
水
管
に
よ
っ
て
浄

水
場
(
飲
料
水
の
製
造
工
場
)
ま

で
運
ば
れ
、
き
れ
い
に
さ
れ
た
あ

と
塩
素
で
消
毒
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
水
を
配

水
管
で
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
水
道
の
水
は
、
自
然
の

水
で
も
な
け
れ
ば
、
限
り
な
く
あ

る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
の
水
に
多
く
の
手
間
と
費

用
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
製
品
な

の
で
す
。

一
摘
の
水
も
大
切
に
使
い
ま
し

ょ・っ。
。
夏
場
の
使
用
に
つ
い
て

七
月
、
八
月
は
、
年
聞
を
通
し

て
最
も
使
用
量
が
増
加
す
る
時
期

で
す
。一

人
一
人
の
心
が
け
で
、
節
水

み

よ

い

町

に
ど
協
力
下
さ
い
。

ぽ
た
り
.
ぽ
た
り
の
水
も
れ
に

も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ガ O
スO

公O

開聴O

き会 O

まを O

す

給水装置

ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
を
内
容
と

す
る
=
般
ガ
ス
供
給
規
程
の
変

更
の
認
可
」
に
関
す
る
公
聴
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
八
月
九
日
午
前
十
時

場
所
諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

諌
早
市
東
小
路
町
七
二
二
|
五

※
な
お
、
乙
の
公
聴
会
に
出
席
し

て
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、
住
所

氏
名
、
職
業
及
び
意
見
の
概
要
を

記
載
し
た
福
岡
通
商
産
業
局
長
あ

て
の
「
意
見
陳
述
届
書
」
を
七
月

二
十
九
日
ま
で
に
福
岡
通
商
産
業

局
公
益
事
業
課
(
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
二
丁
目
一
一
ー
一
)
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。
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$ 

下

水

電

話

通

報

道

伸

郷

{ま

す

で

少
年
の
非
行
事
故
を

防

ぎ

ま

し

夏
に
な
り
、
夕
陽
が
永
く
な
る

に
つ
れ
て
、
子
供
た
ち
は
夕
方
遅

く
ま
で
遊
び
回
り
、
帰
宅
す
る
時

間
が
遅
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

少
年
の
非
行
や
事
故
、
ま
た
い

ろ
ん
な
被
害
を
受
け
る
の
も
、
乙

の
季
節
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
を
非
行
、
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

電
話
に
よ
る
通
報
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

よ

う

次
の
よ
う
な
こ
と
を
目
撃
さ
れ

た
り
、
知
っ
て
お
ら
れ
た
ら
、
電

話
で
結
構
で
す
の
で
通
報
下
さ
い

O
少
年
の
た
ま
り
場
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
所
(
空
家
、
空
地
な

ど
)

O
シ
ン
ナ
ー
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
少
年

O
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
少
年

O
危
険
な
所
で
遊
ん
で
い
る
少
年

O
無
免
許
で
車
や
バ
イ
ク
を
乗
り

納
税
管
理
人
の
指
定
届

申

告

を

お

忘

れ

な

く

本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
固

定
資
産
の
所
有
者
が
、
市
外
へ

転
出
す
る
場
合
及
び
納
税
管
理

人
を
変
更
す
る
場
合
は
、
本
市

内
に
居
住
す
る
も
の
の
う
ち
か

ら
納
税
管
理
人
を
定
め
市
長
に

申
告
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
こ
の
申
告

を
し
な
い
ま
ま
転
出
す
る
人
が

見
う
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
前
記
事
項
に
該
当
す

る
人
は
必
ず
申
告
手
続
き
を
済

ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
は
課
税

課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

土

ま
わ
し
て
い

る
少
年

O
学
校
を
怠
学

し
て
い
る
少

年
O
い
た
ず
ら
を

し
て
い
る
少

年。そ
の
他
、
危

険
だ
と
か
、
非

行
に
つ
な
が
り

そ
う
だ
と
思
わ

れ
た
ら
・

大
村
警
察
署

③
|
一
一
一
一
一
一
六

少
年
セ
ン
タ
ー

②
|
四
一
一
一
一
一
一

へ
通
報
し
て
下

さ
い
。

育

つ

夢

夏
の
交
通
事
故
防
止

あ1誌の盟主ぷ 汽

コースは 了

県

民

運

動

を

実

施

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十

日
ま
で
、
五
十
一
年
夏
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。
こ
の
運
動
は
、
解
放
感
か
ら
く

る
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故

及
び
夏
期
に
お
い
て
多
発
す
る
傾

向
に
あ
る
若
者
な
ど
の
暴
走
運
転

や
過
労
・
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
を
防
止
し
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ω夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事

故
防
止

ω飲
酒
・
過
労
・
暴
走
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

離
婚
後
も
結
婚
中
の

氏
(
姓
)
を
名
の
ら
れ
ま
す

六
月
十
五
日
付
け
を
も
っ
て
民

法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
(
姓
)

を
名
の
る
乙
と
が
で
き
ま
す
グ

こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
六
月

十
五
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
婚
姻
の
と
き

氏
を
改
め
た
人
は
.
離
婚
を
し
て

も
離
婚
後
三
カ
月
以
内
に
戸
籍
法

の
定
め
る
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻

「勤労青少年の日の集いっ

」ーオリエンテーリンゲ実施ー」

市
勤
労

青
少
年
ホ

ー
ム
は
、

毎
年
行
う

勤
労
青
少

年
の
日
の

行
事
を
、

今
年
は
勤

労
青
少
年

ホ
i
ム
開

館
五
周
年

記
念
行
事

中
に
称
し
て
い
た
氏
を
称
す
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
法
律
施
行
前
三
か

月
以
内
(
本
年
三
月
十
五
日
以
降
)

に
離
婚
し
た
人
で
既
に
婚
姻
前
の

氏
に
も
ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年

九
月
十
五
日
ま
で
に
届
出
を
す
れ

ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏
を

再
び
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
乙
と
は
、
市
民
課
で
お

尋
ね
下
さ
い
。

と
併
せ
て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

対
象
市
内
在
住
者
及
び
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
十
五
歳
以
上
三

十
歳
未
満
の
青
年
男
女

日
時
七
月
十
八
日
午
前
九
時

場
所
野
岳
公
園
事
務
所
前

申
込
締
切
七
月
十
日

申
込
書
は
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

に
あ
り
ま
す
。

行
事
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ

(
男
女
混
合
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
)

参
加
賞
と
入
賞
者
に
は
賞
品
が

あ
り
ま
す
。
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注
射
と
検
診

国
被
爆
者
健
康
診
断

被
爆
者
健
康
診
断
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
に
は
個
人
あ
て
通
知
し

ま
す。

詳
し
く
は
大
村
保
健
所
又
は
市

役
所
社
会
課

へ
問
合
せ
下
さ
い
。

日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

七
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い
。

日 9:00~11: 00113: 00-16: 00 
7月 2日 旺婦相談 一 般 相 談
7月 7日 11 妊婦教 室
7月 9日 /ノ 乳幼児相談
7月14日 /1 妊婦教室
7月16日 ノノ 一 般 相談
7月21日 /1 妊婦 教室

77 月月22 38 日日I 
/1 乳幼児相談
/1 ー一一一ー一一ー一一ー一

日| 診療科目 | 医(病)院名 l所在地!電話 |

4 外:科・:内 科 渡 辺 医院 ー か8546
眼 科 岩崎医院西 2-3435

内科 5-7603 

外科 ・内科 佐藤 医 院 出津2-3070 

岡医院
18 

整形外科 貞松整形 東本 3-4808 

内 科 一 |幹町i23m25 外科 ・内 科 牧山医院宮小路5-7831
産婦人科 後藤医院 松 並2-6015

7月の日曜当番医

をお

ま

ち

づ

明

る

く

し主L 区 1 受付時間 !

市役所 | 子吉中~ 110:30-11 

第 1会議室 |え岸屯旨 !13:00-:-14:30 I 

7月1日5日同i市民会館 |十 ++十 抽 I防マ 11叩0:3叩0-1日1:刈40
(木) 3階ホ一Jルレ I/'-刊岨 μ |川13:00-1日4:3叩0 

7月16日副|市民会館 i三村地区区ιf一き110:3叩0-1日1:斗40

で 1 (ω金鉛) 1げ3階齢ホ一刊→Jルレ |忌志村悶地忌→与d13川:0羽0∞0-吋叫14:30
す 七 I ~/ " ~--- -'-1 

o ~ 1 7~ ，2~ 日 | 中地写住民 l 西大村地区 1 ~~ :~ ~-~~:~~ 
日 1(水) 1センアー I '-' /~" -~~ 113:00-14 

警i7月22日|中地区住民 !西大村地区 110:30-'11:40
て 1(木) 1センター |竹松地区一部 113:00-14:30
次
の iヮ日')')口竹松地区
と |二-.-:~ I竹松出張所 |福重地区

ぢ |、豆ノ 松原地区

表程日三4
""ノ検者

月 日 |場所

7月14日

(水)

爆被

午前9時~午後8時

圃
2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、

健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

行
い
ま
す
。

対
象

昭
和
四
十
九
年
六
月
生
れ

及
び
周
年
五
月
生
れ
で
、
ま
だ

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
。

日
時
七
月
十
三
日
・
二
十
八
日

午
後
一
時
三
十
分
l
二
時
受
付

場

所

市

役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す

診療時間

圃

妊

婦

教

室

妊
娠
中
を
健
や
か
に
過
ご
し
、

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
開
い
て
い
ま
す
。

丸、

暮

し

0

0

一

an
コ
口
4
U

一

4
E
A

凋
A
3

4

E

A

-

-

~
~
 

n
H
U
A
H
U
 

n
ベ
U

A
H
U

A
H
U
口
4
U

寸
l

4

4

1
ム

月日 i 内 容

7月 7日 1

0知っておきたい母と子のための制度 t

第 1回
1

0妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

7月14日
1

0家庭の幸せのために(家族計画)

第 2目 。0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

。安産のために(補助動作、旺婦体操の実習)

10産後の保健

0育児 (赤ちゃんの入浴のさせ方の実習〉

7月21日

第 3回

下

水

道

圃妊婦と乳幼児の健康相談

月日 |時 間 |場 所 l対 象 l
7月 8 日 112i!こiiji~ I 竹松出張所 | 乳幼児 !

?月20日113:30-15:001福重消防団詰所1妊婦と乳幼児

一 |山 件一副蹴と乳幼児

試

験

-
計
量
教
習
所

入

所

試

験

試
験
期
日

八
月
二
・
三
日

試
験
場
所

計
量
研
究
所
福
岡
支

所
(
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

目
六
i
十
)

願
書
提
出
期
限

七
月
九
日
ま
で

願
書
提
出
先

東
京
都
東
村
山
市

富
士
見
町
五
丁
目

一
二
|
三
七

通
商
産
業
省
計
量
教
習
所

詳
し
く
は
、
県
計
量
検
定
所

(
E
長
崎

@
i九
八
九
二
)

ま
た
は
、
市
商
工
観
光
課
へ

↑
婦
人
少
年
室
協
助
員
が
一

一

決

り

ま

し

た

一

-

労
働
省
で
は
、
昭
和
二
十
八
-

…
年
以
来
民
聞
か
ら
婦
人
少
年
室

↑

一
業
務
に
協
力
援
助
を
し
て
い
た
…

一
だ
く
た
め
に
、

婦
人
少
年
室
協

一

↑助
員
制
度
が
設
げ
ら
れ
て
い
ま

一

↑す
。

一

.

協
助
員
は
地
域
に
お
け
る
勤
-

…
労
婦
人
、
勤
労
青
少
年
及
び

一一

一般
婦
人
の
実
態
の
把
握
や
婦
人一

一
少
年
室
が
行

っ
て
い
る
保
護
、一

↑
福
祉
に
つ
い
て
の
広
報
、
啓
発
一

~
及
び
婦
人
や
勤
労
青
少
年
問
題

-

~の
相
談
受
理
並
び
に
関
係
機
関

~

一
へ
の
連
絡
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
…

一る
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

一

↑
こ
の
た
び
、
改
選
に
伴
い
四
一

一
月
一

日
付
で
新
協
助
員
が
委
嘱

一

七
οれ、

大
村
市
関
係
は
次
の
方
-

…
で
す
。

…

一

前
田
イ
ツ
子

さ

ん

一

↑

祝

崎
郷
三

四

一

一

圃

皿

②

|

七

一

五

五

一

.

入
江
則
昭
さ
ん

一

富
原

一
丁
目

一
三
七
五
l
一一

.

共
立
ウ
ー
ル
側

‘

一

.

血

@
l
七
一

七

一

一

溝
上
太
久
馬
さ
ん

一

一

中

諏
訪
町

二

二

八

一

~

血
②
|
六
三
四
八

一
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-
県
公
立
学
校
教
員

志
願
者
の
選
考
試
験

実
施
機
関

県
教
育
委
員
会

一
次
試
験

八
月
十
一

日

二
次
試
験

十
月
中
旬

出
願
期
日
七
月
十
日

t
二
十
日

※
詳
し
く
は
市
学
校
教
育
課

へ

募

集

-
老
人
大
学
受
講
者
を

募

集

む‘らおお市政だより(7) 

の

相
吾火
liJIIι 

日

7
月

行

第

一
日

七

月

二
十
回

第
二
日

七
月
二
十
七
日

第
三
日

八

月

三
日

い
ず
れ
も
午
前
十
時
l

午
後
三
時

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

百

人

※
講
師
の
都
合
で

一
部
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表

午 目リ 午 後

日

講座名 |講師名 一講趣保般座教健名味蓋 講師名20日 主義しい 市川信愛 喜多正雄

27日 時事問題井手博 森光三

8/3日生きがい 鈴木忠治| 竹下哲

程日
且!.
-r 大人老

日

午
後

1
時

3

4

4
時

福

祉

口
セ

戸"

タ

朝
比
奈
隆
さ
ん
に
率
い
ら
れ
る
凶
ド
ボ
ル
ザ

ー
ク
作
曲

T
J

大
阪
フ

ィ
ル
が
大
村
へ
や
っ
て
き

チ

ェ

ロ
協
奏
曲

-

-

T

l

ま

す

。

削

ベ

ー

ト
ー
ベ
ン
作
曲

• 

…

祭

-

一

楽

ヨ

日

時

七

月
八
臼

(木
)

交
響
曲
第
五
番

「
運
命
」

‘

E

a

l

午
後
六
時
間
場

三
十
分
間
演

入
場
料

一

般
千
二
百
円

術

モ

壁同

・
H

-

2
1

8

場
所

市
民
会
館

小
中
高
生

五

百

円

~

川

芸

い

方
〈

演

奏

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
商
会

一

ノ

円

司

a

/

F

交
響
楽
団

ア

オ
パ
ラ
ジ
オ
商
会
/
原
田
楽

動

凡

v

y

指

揮

朝

比

奈

隆

器

古

町

庖

/

長

崎

書

庖

/

商
工

イ

-/

移

フ

チ
ェ
ロ
独
奏
岩
崎
説

会

議
所
/
市
役
所
市
民
相
談
室

山

厄

入

演

奏

曲

目

※
お
問
合
せ
は
、
市
社
会
教
育
課

p
h
H
V
 

大

ωス
メ
タ
ナ
作
曲

へ
血
③
|
四

一
二

(内
)
三

交
響
詩

「
モ
ル
ダ
ウ
」

三
九

川

国
竹
松
本
町
第
一
公
民

館
の
管
理
人
を
募
集

家
賃

無
料
光
熱
水
賀
、
実
費

申

込

町

内
会
長
、
ま
た
は
公
民

館
長
へ

-
税
務
大
学
校
学
生
を

募

集

受
験
資
格

昭
和
三
十
一

年
四
月

一一日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

願
書
受
付
七
月
十
二
日
l
二
十

一
日
(人
事
院
九
州
事
務
局
へ
)

第
一
次
試
験

十
月
三
日

試
験
内
容

高
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
適
性

・
作
文
試
験

問
合
せ

最
寄
り
の
税
務
署

へ

講

習

ぷ』
'zl' 

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
て
教
養
の
向
上
と
生
き

が
い
を
高
め
る
た
め
、
次
の
と
お

り
老
人
大
学
を
毘
校
し
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
福
祉
事
務
所、

ま
た
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
早

め
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

日
時

ur
''司

J
‘B
，・1
-

、，‘、
.2
・.
4

，‘
..
 
2-
、，，
az
--
‘、，
・--=，‘、
----e
，，‘•• 
J
-、a'
'・e・・‘、，
r
'・-，.、
.J2
a，‘
a・J-、，，-
・2.
‘、.2
・--，E
晶

、

《
電
話
ア
ラ
カ
ル
ト
》

~

き

れ

い

な

声

は

l

f

v

生
れ
つ
き
声
が
悪
く
て
:
・
と
と
し
て
き
ま
す
。

《

明

電
話
を
敬
遠
す
る
人
が
い
ま
す

2
送
話
口
に
口
を
近
づ
け
す
ぎ

V

~
が
、

電
話
の
芹
は
練
習
し
だ
い

な

い

こ
と
。

ん

い
で
よ
く
な
る
も
の
で
す
0

・

3
普
通
に
人
と
話
す
程
度
の
声

U

ー
声
を
き
れ
い
に
聞
か
せ
る
で
話
す
乙
と。

v

J
 

ツ
は

1

4
口
を
大
き
く
開
き
、
一

語

一
へ

ゆ

I
笑
顔
で
話
す
こ
と
。
そ
う
す

語
は
っ
き
り
と
話
す
こ
と
。

γ

《

れ

ば
声
も
明
る
く
生
き
生
き

，

電

ぃ

τ，J
e、J
1
J
E
-
-tf
、.f
er--
f
、，，・
・z.
‘E
r
--
r
、f
，，，r
，-f
ミ

J
e--J
k
y
-
-
r
、‘
・2.
，r
，・J
・、J
'三
-
k
，u

田
婦
人
教
養
講
座

豊
か
な
趣
味
を
身
に
つ
け
る
と

共
に、

家
庭
と
は
何
か
、
生
き
が

い
と
は
、
母
の
役
割
は
、
ま
た
、

個
人
と
社
会
な
ど
母
と
し
て
、
婦

人
と
し
て
、
市
民
と
し
て
、

幅
広

い
教
養
を
求
め
る
婦
人
教
養
講
座

で
す
。

日
時

七
月
十
四
日
(水
)

午
前
十
時

I
十
二
時

場

所

中

央
公
民
館

受
講
料

無
料

内
容

「現
代
社
会
と
婦
人
、
そ

の
生
き
が
い
に
つ
い
て
」

社
会
評
論
家

講
師

下
瀬
隆
治
先
生

申
込

電
話
か
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
申
込
ん
で
下
さ

申
込
先

中
央
公
民
館

-8ミ
リ
映
画

制
作
教
室

手
持
の
八
ミ
リ
機
材
を
い
か
し

て、

八
ミ
リ
映
画
を
作

っ
て
み
よ

う
と
思
う
初
心
者
を
対
象
に
八
ミ

リ
映
画
制
作
教
室
を
聞
き
ま
す
。

気
軽
に
ど
参
加
下
さ
い
。

日

時

七

月
二
十
四
日

t
八
月
二

十
一

日
、
毎
週
土
曜
日
午
後

二
時
三
十
分

t
五
時
。
五
回
。

中
央
公
民
館

場
所

対
象

ど
な
た
で
も
結
構
で
す

定
員

二
十
人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

県
社
会
教
育
主
事

末
吉
純
次
先
生

申
込

住

所

、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
込
ん
で
下

さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

久
原
郷

一
の

一

中

央

公
民
館

E
②
i
四
三
二
一

圃
叩
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

主
催

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日

時

七

月
十
四
日
、
十
五
日

午
後
六
時
1
九
時

対
象

各
町
内
公
民
館
視
聴
覚
担

当
者
及
び一

般
成
人

定
員
五
十
人

受
講
料

無
料

申

込

七

月
九
日
ま
で
に
住
所、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
、
各
所
属
公
民
館
名
を

記
入
の
上、

ハ
ガ
キ
か
電
話
で

申
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先

中
央
公
民
館
内
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー

也

②
l
四
三

二
一

認
定

全
日
程
を
終
了
し
検
定
合

格
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
発

行
の
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。



(8) 

催

し

も

の

お お む よら

国
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
タ
ベ

目

時

七

月

十

七

日

午

後
七
時

場
所
商
工
会
議
所
ホ
l
ル

演

奏

パ

l
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

友
情
出
演
カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ

入

場

料

三

百

円

※
問
い
合
せ
は
、
浅
倉
(
血
|
②

六
五
四
七
〉
へ
。

市政だより

-
親
子
ス
ケ
ッ
チ
大
会

日
時
七
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
l
十
二
時

場
所

長
崎
空
港

集
合
場
所

O
パ
ス
に
乗
る
人
は
タ
ー
ミ
ナ
ル

昭和51年 7月 1日
‘澗翻削IlsllIOI剛醐nn剛1百ffisII珊E棚nn棚m附棚1ft馴目m捌11附剛剛InI削目nll剛110聞脚目011剛1111剛111川IIIRlsllUllllllllllnslllllllllfllllllUsllIllInlllllllnlllUlllllllfDllIlIlIIlIIlIIUllIlIDllUlIDlHUIU畑

前
に
午
前
九
時
集
合

O
パ
ス
に
乗
ら
な
い
人
は
森
林
公

園
へ
集
合
。

所
持
品
一
法
具
、
鉛
筆

※
雨
天
の
時
は
七
月
十
八
日
。

郵
便
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

。
郵
便
に
関
す
る
も
の
を
対
象
に

し
た
ポ
ス
タ
ー
画
(
B
四
型
)

O
入
賞
者
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す

O
ポ
ス

タ
ー
受
付
は
親
子
ス
ケ
ッ

チ
大
会
当
日
。

七
月
三
十
日
か
ら
八
月

一
日

に
福
岡
市
で
行
わ
れ
る
第
三
十

回
全
国
都
市
対
抗
卓
球
大
会
に

+へ
村
市
チ
l
ム
が
九
州
ブ
ロ

ッ

ク
代
表
で
出
場
し
ま
す
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
で
す

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

監
督
森
林
亀
雄
(
陸
自
大
村

部
隊
)

勺

ae.
，，
.ZJ
、，・
1

・t
、f
e-
-r
、J
・，，
r'e
-J
、，
・1
・t
、f
t
r
、J-
.，r
三J
、，
zt
‘正E
、.f‘
2

，，

仇

日

時

七

月

一

管
理
上
必
要
と
認
め
る
日
(
休
場

3
自
転
車
は
な
る
ベ
く
乗

つ
て
乙
~

~

ル

.

日

t
九
月
十
日
変
更
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

な

い。

も
し
乗

っ
て
く
る
時
は
め

い

e

ン

日

午

前

十

プ

ー

ル

管

理

棟

の

前

に

掲

示
し

ま

前

輪
、
後
輪
と
も
か
ぎ
が
か
か

~

-

プ

¥

す

)

る

よ

う

に
す
る

v

d

一
つ

時t
午
後
ナ

，

一

-f

料
金
(
一
人
一

日

一
回
)

4

プ
l
-ル
サ
イ
ド
は
す
べ
り
や
す
叩

《

~

時

f

オ

|

大

人

、

高

校

生

百
円

い

の

で

絶
対
に
走
ら
な
い
乙
と
《

~

フ

.

，

休

日

毎

月

第

九

小
学
、
中
学
生
五
十
円

5
水
着
な
ど
の
所
持
品
に
は
必
ず
V

V

1

一
・
三
月
曜
注
意

住
所
、
氏
名
を
書
く
こ
と

r

中

民

月

日

八

月

十

点

気
や
最
近、

体
の
調
子
が
悪

6
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い
一

(

7

四
l
十
六
日
い
と
思
う
人
は
ど
遠
慮
下
さ

い

の

で

付
添
い
の
人
は
上
履
を
持
〈

U

市

そ

の

他

市

教

2
必
要
以
外
の
現
金
や
時
計
な
ど
っ
て
き
て
下
さ
い
o

H、

ハ

育

委
員
会
が

の

貴
重
品
は
持
っ
て
こ
な
い

，
 

f

f
，f
，J
J
e
F
会、‘
4u-
t
-Ja
，r，‘f
J

〉、，
J't
t
r
L
/

，-f
〉
一三.
、
三亡
く
-f-
/
'
J-
〉
-'er
a
〉

全
国
都
市
対
抗
卓
球
大
会
へ
出
場

大

村

市

チ

l

ス
ポ
ー
ツ

目
、
月
)

・
小
学
生
の
部

-
中
学
生
男
・
女
の
部

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

-
十
月
二
十
四
日
(
臼
)

中
学
生
男

・
女

圃
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大

会

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
八
月
七
、
八
、
九
日
(
土
、

ム

選
手
俵
淳
一
郎
(
資
)
親
和
金
融
…

H

松
尾
実

国
鉄
諌
早
駅

後
田
吉
博
福
岡
大
O
B

脇
坂
光
博
鎮
西
高
教

白
浜
清

福
岡
大

中
山
菊
子

小
園
江
陽
子
向
陽
高
教

前
田
智
子
鹿
島
道
路

川
添
や
よ
い
新
日
本
証
券

…

H /ノ，ペアH ノノ11 H 申
込
締
切
予
定

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
七
月
十
五
日

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

十
月
四
日

。
申
込
先

市
体
育
課

日す . 

時。 委 曇

2抗 E
塁柔下
孝 逼各
ぉ 優土也
照 勝区
工木対
ま 宮

場
所

七
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時
開
会

市
武
道
館
(水
道
局
裏
)

園
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大

会

開
催
日

八
月
八
日
(
日
)

場
所

市
民
体
育
館

参
加
資
格

大
村
、
東
彼
地
区
在

住
の
女
子

チ
ー
ム
編
成

川
町
内
、
ま
た
は
隣
接
町
内
で
劃

件

V
内

F
ト

同
職
場
編
成
。

参
加
料
無
料

申
込
期
限
七
月
二
十
五
日

※
詳
し
く
は
大
村
モ
デ
ル
シ
ヨ

ツ

プ
(
耳
②
|
二
七
七
五
)
へ
。

そ

他

の

圏

③ 
の
手
続

早き

目は

郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十
九
年

九
月
二
十
四
日
に
定
額
貯
金
の
利

率
が
引
上
げ
ら
れ
、
そ
の
前
日
ま

で
に
預
入
し
た
分
に
つ
い
て
は

⑧

の

手

続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
取
扱
い
は
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三
日
ま
で
で
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お

手
元
の
貯
金
証
書
の
日
付
を
確
か

め
て
最
寄
り
の
郵
便
局
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

シ
ー
ズ
ン
で
す

花
火
に
よ
る
事
故
を

防
ぎ
ま
じ
よ
う

イ
関

F
F

J

次

一

川
'
ケ

V
h比ラ
h
乱
l
L

K
E
忍

-v¥

ー

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

川

ご

ざ

い

ま

し

た

!

ム
池
田
九
区
吉
田
政
夫
さ
ん
、

原
住
宅
船
本
行
徳
さ
ん
、
パ
ナ

ジ
ュ
ー
ス
七
十
二
本

ム

諏
訪

ナ
九
・
五
キ
ロ
、
ネ
ー
ブ
ル
九

町
中
村
ス
ギ
子
さ
ん
、
豆
乳
五
・
五
キ
ロ
、
桃
六
キ
ロ
ム
北

十
四
本

A
長
崎
市
西
坂
町
三

地

区
民
生
委
員
協
議
会、

五
千

期
会
代
表
者
梯
栄
子
さ
ん
外
三

円

ム

宮
小
路
ひ
さ
ど
会
々
長
高

十
人
舞
踊
慰
問
、
菓
子
五
十
袋

橋

ナ
カ
さ
ん
外
二
十
人
、

舞
踊

山

ム
武
部
郷
の
琴
ノ
海
会
代

表

松

慰
問、

菓
子
四
十
五

袋

ム

長

川

下
広
次
さ
ん
外
十
人
キ
ス
三
十

崎
市
上
戸
町
玉
一
扇
会
代
表
宮
崎

キ
ロ
外
小
魚
、
酒
二
本

ム

久

秀

門
さ
ん
外
十
人
、
舞
踊
慰
問

一
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